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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 29,351 11.7 1,639 56.2 1,799 47.7 1,247 52.1

29年3月期第3四半期 26,284 △1.7 1,049 166.0 1,218 214.1 820 290.4

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　2,139百万円 （39.5％） 29年3月期第3四半期　　1,533百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 225.52 ―

29年3月期第3四半期 148.30 ―

※平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われ
たと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 44,302 24,678 52.9

29年3月期 41,632 22,815 52.0

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 23,422百万円 29年3月期 21,658百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

30年3月期 ― 0.00 ―

30年3月期（予想） 65.00 ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成30年３月期（予想）の１株当たり期末配当金に
つきましては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に
関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,000 7.2 2,200 32.7 2,300 26.8 1,500 15.7 271.25

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成30年３月期の連結業績予想における１株当たり
当期純利益につきましては、当該株式併合の影響を考慮しております。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧く
ださい。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 6,045,326 株 29年3月期 6,045,326 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 515,670 株 29年3月期 515,301 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 5,529,938 株 29年3月期3Q 5,530,388 株

※平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行
われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・株式併合後の配当及び業績予想について

当社は、平成29年６月28日開催の第153期定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株に
つき１株の割合で株式併合を実施しております。なお、株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりです。

（１）平成30年３月期の配当予想

　１株当たり配当金　　　　　期末　　６円50銭

（２）平成30年３月期の連結業績予想

　１株当たり当期純利益　　通期　　27円13銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き緩やかな回復基調となりました。

このような情勢のもと鋼管業界におきましては、建設関連の需要は活発で主に首都圏などの再開発、ホテル・

物流倉庫などの物件需要が増加し、自動車関連も堅調に推移するなど鋼管需要は増加傾向にあるものの、材料と

なる鋼材の需給にタイト感が増しています。

普通鋼製品につきましては、鋼材の値上げが続くなか、建設関連向けの増加に加え、自動車・トラック向けが

好調となり一定の生産販売数を確保しました。

ステンレス鋼製品につきましては、食品や飲料、製薬・医療関連、水処理関連や鉄道車両関連などの動きは堅

調で、建設関連は首都圏を中心に案件が増加しました。

このような状況において、鉄鋼原料価格の上昇に伴い鋼材の仕入価格は上昇傾向となりましたが、設備稼働率

の向上と更なるコスト削減対策を行うと同時に、販売価格の維持に努め、一定の利益を確保することができまし

た。なお、電解研磨処理を施した耐食性・洗浄性・意匠性に優れたステンレス鋼管の新製品につきましては、鉄

道車両関連のほか、他分野への販売も徐々に増加しています。

当社グループといたしましては、普通鋼製品・ステンレス鋼製品は材料価格が上昇するなかで、引き続き価格

是正に努め、主力である鋼管事業を中心に様々な顧客ニーズに柔軟に対応できるよう積極的な営業活動とともに、

設備稼働率の向上とコスト削減に努力いたしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は29,351百万円（前年同期比11.7％増）、営業利益1,639百万円

（前年同期比56.2％増）、経常利益1,799百万円（前年同期比47.7％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純

利益は1,247百万円（前年同期比52.1％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は44,302百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,669百万円増加しま

した。流動資産は28,074百万円となり1,363百万円の増加となりました。これは主に、受取手形及び売掛金の増

加509百万円、電子記録債権の増加462百万円、商品及び製品の増加369百万円であります。固定資産は16,228百

万円となり1,306百万円の増加となりました。これは主に、投資有価証券の増加1,223百万円であります。

　

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は19,624百万円となり、前連結会計年度末に比べ807百万円増加しま

した。流動負債は15,779百万円となり595百万円の増加となりました。これは主に、支払手形及び買掛金の増加

1,289百万円、未払法人税等の減少654百万円であります。固定負債は3,844百万円となり211百万円の増加とな

りました。これは主に、その他（繰延税金負債）の増加384百万円であります。

　

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は24,678百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,862百万円増加しま

した。これは主に、その他有価証券評価差額金の増加775百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響等が高まるものの、政府の経

済政策や働き方改革などの効果による経済の好循環が見込まれ、引き続き緩やかな回復基調が続くものと思われ

ます。

鋼管業界におきましては、公共投資の増加、特に2020年開催の東京オリンピック・パラリンピックを控えて、

首都圏の再開発、インフラ整備などにより鋼管製品の販売は増加するものと期待されます。

当社グループでは、主力の鋼管製品を中心に引き続き提案型営業の推進と固有の製品開発に重点を置き、グル

ープ企業間の連携を一層強化するとともに、関西工場を中心とした鋼管事業生産体制の再編に注力することで、

効果的な生産・販売活動に注力してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,205 7,987

受取手形及び売掛金 9,593 10,103

電子記録債権 2,781 3,244

商品及び製品 4,346 4,716

仕掛品 203 208

原材料及び貯蔵品 639 881

その他 1,033 1,032

貸倒引当金 △94 △100

流動資産合計 26,711 28,074

固定資産

有形固定資産

土地 4,246 4,233

その他（純額） 3,621 3,761

有形固定資産合計 7,868 7,995

無形固定資産 53 46

投資その他の資産

投資有価証券 6,772 7,995

その他 238 202

貸倒引当金 △10 △10

投資その他の資産合計 6,999 8,186

固定資産合計 14,921 16,228

資産合計 41,632 44,302
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,608 8,898

電子記録債務 636 560

短期借入金 3,935 3,768

未払法人税等 734 79

賞与引当金 394 204

事業構造改善引当金 764 764

その他 1,111 1,504

流動負債合計 15,183 15,779

固定負債

役員退職慰労引当金 19 23

環境対策引当金 22 20

退職給付に係る負債 2,446 2,295

資産除去債務 7 7

その他 1,136 1,496

固定負債合計 3,632 3,844

負債合計 18,816 19,624

純資産の部

株主資本

資本金 3,940 3,940

資本剰余金 4,155 4,155

利益剰余金 12,648 13,619

自己株式 △752 △753

株主資本合計 19,992 20,962

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,675 3,451

為替換算調整勘定 △430 △484

退職給付に係る調整累計額 △578 △507

その他の包括利益累計額合計 1,666 2,459

非支配株主持分 1,157 1,256

純資産合計 22,815 24,678

負債純資産合計 41,632 44,302
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 26,284 29,351

売上原価 21,562 23,834

売上総利益 4,721 5,517

販売費及び一般管理費 3,672 3,878

営業利益 1,049 1,639

営業外収益

受取利息 5 8

受取配当金 134 138

仕入割引 23 23

為替差益 40 6

その他 27 38

営業外収益合計 230 215

営業外費用

支払利息 21 17

売上割引 18 20

その他 21 17

営業外費用合計 61 54

経常利益 1,218 1,799

特別利益

固定資産売却益 0 2

投資有価証券売却益 － 3

特別利益合計 0 5

特別損失

固定資産売却損 24 0

固定資産除却損 7 3

特別損失合計 32 4

税金等調整前四半期純利益 1,186 1,801

法人税、住民税及び事業税 289 328

法人税等調整額 31 124

法人税等合計 321 453

四半期純利益 865 1,348

非支配株主に帰属する四半期純利益 44 100

親会社株主に帰属する四半期純利益 820 1,247
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 865 1,348

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 875 778

為替換算調整勘定 △278 △58

退職給付に係る調整額 70 71

その他の包括利益合計 668 791

四半期包括利益 1,533 2,139

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,511 2,040

非支配株主に係る四半期包括利益 22 98
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注3）鋼管関連
自転車
関連

不動産等
賃貸

計

売上高

外部顧客への売上高 25,169 727 320 26,217 66 26,284 ― 26,284

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― 4 4 △4 ―

計 25,169 727 320 26,217 71 26,288 △4 26,284

セグメント利益 879 7 267 1,154 3 1,158 △108 1,049

(注) 1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械設備・福祉機器の製造販

売であります。

2. セグメント利益の調整額は、棚卸資産の調整等によるものであります。

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注3）鋼管関連
自転車
関連

不動産等
賃貸

計

売上高

外部顧客への売上高 28,273 631 328 29,233 118 29,351 ― 29,351

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― 10 10 △10 ―

計 28,273 631 328 29,233 128 29,362 △10 29,351

セグメント利益又は損失
（△）

1,335 △11 278 1,601 16 1,618 21 1,639

(注) 1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械設備・福祉機器の製造販

売であります。

2. セグメント利益の調整額は、棚卸資産の調整等によるものであります。

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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